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平
成
平
成
2222
年
度
年
度  

村
政
運
営
の
基
本
方
針

村
政
運
営
の
基
本
方
針

人
と
環
境
を
重
視
し
た
生
活
第
一
の
村
政
を

村
上
村
長
は
、

平
成
22
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、

平
成
22
年
度
の
東
海
村
に
お
け
る

村
政
運
営
と
予
算
編
成
に
関
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
の
村
政
運
営･

予
算
編

成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
次
の
３
点
に
留
意
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

①「
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画（
と
う
か

い
21
世
紀
プ
ラ
ン
）」

②
平
成
21
年
９
月
の
東
海
村
長
選
挙
に

お
け
る
私
の
公
約（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

③
政
権
交
代
を
生
み
出
し
た
経
済･
社

会
状
況

①
…「
人･

自
然･

文
化
が
響
き
合
う

ま
ち
」を
基
本
理
念
と
し
た「
東
海
村
第

４
次
総
合
計
画
」―
―
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
本
村
は
日
本
全
体
を
覆
っ
て
い

た
経
済
発
展
至
上
主
義
か
ら
の
脱
却
、

人
と
環
境
を
重
視
し
、
住
民
生
活
を
第

一
に
考
え
る
村
政
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
掲
げ
た
の
が
、
福

祉･

教
育･

環
境･

農
業
を
４
本
柱
と
す

る
行
政
の
推
進
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
村
民
一
人
ひ
と
り

と
行
政
と
の
協
働
の
結
果
と
し
て
、
十

分
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
こ
の
第
４
次
総
合
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
、

次
の
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

②
…
東
海
村
長
選
挙
に
お
け
る
私
の

公
約（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）は
、
基
本
的
に

は
前
３
期
の
実
績
と
第
４
次
総
合
計
画

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
村
長
と

し
て
４
期
目
の
今
回
は
、
起
承
転
結
の

〝
結
〞に
該
当
す
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
が
、
結
が
終
り
で
は
な
く
新
た
な
発

展
の
芽
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
そ
の
よ
う

な
決
意
で
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
…
経
済
成
長
、
経
済
発
展
主
義
の

自
民
党
か
ら
、〝
国
民
の
生
活
第
一
〞〝
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
〞を
掲
げ
る
民

主
党
に
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
。
私
と

し
て
は
、
人
と
生
活
を
重
視
す
る
時
代

認
識
や
地
方
分
権
に
つ
い
て
な
ど
共
鳴

す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
第
４
次
総
合
計

画
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
村
政
を
自
信

を
持
っ
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
の
医
療
過
疎
が
進
行
す
る
中

で
、
村
立
東
海
病
院
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
内
科
、
整
形
外

▼▼
医
療
医
療･･

保
健
保
健･･

福
祉
に
つ
い
て

福
祉
に
つ
い
て
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科
の
常
勤
医
師
の
増
員
と
と
も
に
、
婦

人
科
診
療
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
更
新
に
よ
る
診
療
精
度

の
向
上
、
さ
ら
に
公
益
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会
で
検
討
中
の
院
内
保
育

所
の
設
置
に
併
せ
、
村
内
で
の
病
児
保

育
の
充
実
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
新
政
権
が
廃
止
を
主
張
し
て
き
ま

し
た
が
、
先
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
行

政
の
責
務
で
す
。
今
年
度
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
軽
減
す
る
た
め
、

保
険
基
盤
安
定
繰
出
金
と
し
て
、
一

般
会
計
か
ら
４
２
０
０
万
円
を
拠
出

す
る
と
と
も
に
、
保
険
料
個
人
負
担

の
直
接
補
助
制
度
と
し
て
、
後
期
高

齢
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
３
２
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

公
費
に
よ
る
妊
婦
健
診
は
、
平
成
21

年
度
に
回
数
を
５
回
か
ら
14
回
に
拡
充

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
特
例
妊
産
婦

医
療
助
成
制
度
の
拡
充
、
加
え
て
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
を
新
設
し
、
妊
娠･

出
産
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
は
、
政
府
の

「
子
ど
も
手
当
」を
実
施
す
る
ほ
か
、
村

独
自
の
政
策
と
し
て
は
保
育
料
の
引
き

下
げ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
一
律
10
％
を

引
き
下
げ
、
さ
ら
に
非
課
税
世
帯
や
一

人
親
世
帯
、
在
宅
障
が
い
児（
者
）の
い

る
世
帯
の
保
育
料
の
減
免
範
囲
を
拡
大

し
ま
す
。
加
え
て
、
民
間
保
育
所
で
の

低
年
齢
児
、
病
児･

病
後
児
保
育
の
受

け
入
れ
拡
充
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
助

成
を
行
い
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
で
、
わ
が
国

の
一
人
親
家
庭
の
相
対
的
貧
困
率
は

58
％
と
群
を
抜
い
て
高
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
は
今

年
度
、
一
人
親
家
庭
に
対
す
る
保
育

所
入
所
基
準
の
緩
和
、「
友
情
の
船
北

海
道
研
修
の
旅
」参
加
費
の
助
成
、
奨

学
金
貸
与
の
優
遇
、
家
賃
補
助
月
額

７
０
０
０
円
か
ら
１
万
円
へ
の
引
き
上

げ
な
ど
、
支
援
策
を
拡
充
し
、
社
会
的

差
別
の
な
い
子
育
て･

教
育
環
境
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
の「
と
う
か
い
教
育
プ
ラ
ン

２
０
１
０
」の
計
画
期
間
が
今
年
度
で

終
了
し
ま
す
。
今
後
も
、
地
方
分
権

時
代
の
変
化
や
東
海
村
の
実
情
に
即

し
た
特
色
あ
る
教
育
施
策
を
効
果
的

に
、
ま
た
着
実
に
実
施
す
べ
く
、
次

な
る
10
年
に
向
け
て
、
将
来
を
見
据

え
た
新
し
い
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ

れ
を
東
海
村
の
教
育
振
興
基
本
計
画

と
し
て
位
置
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
２
校
の
施
設
整
備
費
も

対
前
年
度
比
３
２
０
０
万
円
増
の

８
８
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
東
海
南
中
学
校
で
は
障
が
い
者

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ト
イ
レ
の
設
置
、

東
海
中
学
校
で
は
昨
年
度
の
予
算
繰

り
越
し
に
よ
る
校
舎
耐
震
補
強
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
か
ら
、
村
で
教
員
を

採
用
し
、
少
人
数
学
級
を
編
成
す
る

本
村
独
自
の
取
り
組
み
を
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
生

活
指
導
員
と
発
達
支
援
指
導
員
を
増

員
す
る
な
ど
、
教
育
支
援
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
村
の
生
涯
学
習
等
の
拠
点
と
し

て「（
仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」の

建
設
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
建
設
か
ら
33
年
が
経
つ
東
海

文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
の
方
向
性
の

判
断
材
料
を
得
る
た
め
に
耐
震
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

近
隣
自
治
体
で
は
小
中
学
校
の
統
廃

▼
教
育
に
つ
い
て

▼
教
育
に
つ
い
て

平成22年度
村政運営の基本方針
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合
に
よ
っ
て
廃
校
が
増
え
、
そ
の
活
用

策
を
探
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
村
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
近
隣
自

治
体
の
廃
校
等
の
利
用
に
つ
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
集
団
生
活･

自
然
体
験

学
習
の
場
か
ら
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
幅
広
い
活
用
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

緑
ヶ
丘
団
地
の
南
側
に
あ
る
部へ

ば

ら原

地
区
の
土
地
利
用
方
針
は
、
誠
意
を

持
っ
て
前
向
き
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
東
海
駅
西･

駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
終
結
に
向

け
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら「
東
海
村
第
２
次
環
境

基
本
計
画
」の
策
定
作
業
に
入
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
二
酸
化
炭
素

削
減
計
画
等
で
政
府
の
方
針
が
明
確
に

な
り
、
世
論
の
関
心
も
高
ま
る
中
、
さ

ら
な
る
次
元
を
変
え
て
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
環
境
政
策
を

積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
本
村
に
ふ

さ
わ
し
く
、
先
駆
的
な
計
画
の
策
定
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
事
業
を
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

多
く
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
政
府

補
助
が
復
活
し
た
こ
と
を
勘
案
し
て
、

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
単
価
を
10
万

円
か
ら
６
万
円
に
引
き
下
げ
る
一
方
、

補
助
金
総
額
を
１
０
０
０
万
円
か
ら

１
６
８
０
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
補
助
台
数
を
従
来
の
25
台

か
ら
70
台
に
増
や
し
て
対
応
い
た
し

ま
す
。

昨
年
度
策
定
し
た「
緑
の
基
本
計
画
」

に
沿
っ
て
、
今
後
も
緑
地
の
保
全
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
真
崎

古
墳
群
に
続
き
、
前
谷
津
自
然
公
園
内

用
地
の
買
取
り
な
ど
、
保
全
事
業
に
も

取
り
掛
か
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

歩
道
の
整
備
等
、
生
活
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
に
年
次
計
画
を

立
て
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
全
体

像
が
見
え
に
く
い
面
が
あ
り
、
行
政
と
し

て
可
視
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。〝
車

か
ら
人
へ
〞〝
車
中
心
の
み・

・ち
か
ら
人
中
心

の
み・

・ち
〞へ
大
き
く
転
換
す
る
た
め
に
も
、

生
活
道
路
に
関
す
る
整
備
方
針
の
策
定
が

急
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
村
に
は
住

民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
て
き
た「
み
ち

づ
く
り
塾
」の
経
験
と
実
績
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
成
果
を
土
台
に「
み
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」を
策
定
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
に
安
全
で
優
し
い
道
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
成
す
べ
き
施
策

が
多
く
あ
り
、
焦
点
を
絞
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
東
海
村
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に

じ
の
な
か
」を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
展
開
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
す
で
に
地
産
地
消
推
進
出
荷
奨

励
補
助
事
業
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
村
独
自
の
農
産
物
認
証
制
度

を
立
ち
上
げ
、
定
着
さ
せ
、
東
海
村

で
の
地
産
地
消
の
動
き
に
弾
み
を
つ

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
は
、
農
業
と
と
も
に
地
域

の
活
力
の
源
泉
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

各
々
の
業
界
事
情
が
異
な
る
た
め
、
一

本
化
し
た
対
策
を
講
じ
る
の
が
難
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
大
事

な
の
は
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
は「（
仮
称
）東
海
村

中
小
企
業
元
気
ア
ッ
プ
懇
談
会
」な
る

も
の
を
つ
く
り
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
海
村
に
Ｊ-
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
で
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
原
子
力
と
の
関
係

に
お
い
て
新
た
な
地
平
が
開
け
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
の
原
子
力
と
新
し
い
原
子
力

科
学
―
―
こ
の
二
つ
の
世
界
と
本
村
と

の
今
後
の
関
係
性
を
明
確
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
お
い
て

も
、
当
然
こ
の
こ
と
が
重
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
話
し
合
わ
れ
て
お
り
、
基
本
的

な
方
向
性
に
つ
い
て
は
今
後
出
て
く
る

で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
各
論
に
入
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
別
途
専
門
家
を
交

え
た
話
し
合
い
の
場
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
私
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
表
明
し
た「
東
海
村

を
原
子
力
セ
ン
タ
ー
に
す
る
懇
談
会
」

を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
懇

談
会
に
お
い
て
、
原
子
力
の
推
進
か
ら

規
制
ま
で
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
賜
り
、
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
本
村
を
原
子
力
開
発
か

ら
最
先
端
科
学
に
及
ぶ
幅
広
い
原
子
力

開
発
の
世
界
的
な
拠
点
と
し
、
世
界
へ

貢
献
す
る「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」の
実
現

に
向
け
た
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
懇
談
会
で
賜
っ
た
ご
意

見
は
、
第
５
次
総
合
計
画
へ
反
映
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

▼▼
環
境
環
境･･

都
市
政
策
に
つ
い
て

都
市
政
策
に
つ
い
て

▼▼
農
業
農
業･･

中
小
企
業
に
つ
い
て

中
小
企
業
に
つ
い
て

▼▼
原
子
力

原
子
力･･
ＪＪ--
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て

平成22年度
村政運営の基本方針
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平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成
22
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
５･

７
％
減
の
１
７
３
億

８
５
０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
に
国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
等
の
特
別

会
計
、水
道･

病
院
事
業
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、

対
前
年
度
比
２･

５
％
減
の
２
７
７
億
７
８
１
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
当
初
予
算
の
ほ
か
、
９
月
末
現
在
と
翌
年
３
月
末
現
在
の
予

算
の
執
行
状
況
や
、
前
年
度
の
決
算
状
況
等
、
今
後
と
も
分
か
り
や
す
い

財
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
部
財
務
課
財
政
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
８
３
）

　

一
般
会
計
は
、
村
税（
村
民
税
や

固
定
資
産
税
等
）を
主
な
財
源
と

し
て
、
老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、
保
健
衛
生
、
環
境
保
全
、

道
路
建
設
、
消
防･

防
災
、
教
育･

文
化
振
興
等
の
事
業
を

行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
１
１
６
億
２
４
４
８
万
円
で
、

対
前
年
度
比
０･

７
％
、
８
５
６
９
万
円
の
減
を
見
込
み

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
主
に
償
却
資
産
の
減
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
減
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
国
庫
支

出
金
は
、
新
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
に
係
る
国
庫
負
担
金

が
増
加
し
た
も
の
の
、
白
方
小
学
校
建
設
終
了
に
よ
る
教

育
費
国
庫
補
助
金
の
減
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
９･

３
％
、

２
億
１
０
９
６
万
円
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。
繰
入
金
は

図
書
館
増
改
築
工
事
費
等
の
財
源
と
し
て
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、
白
方
小
学
校
建
設
終

了
に
伴
い
公
立
学
校
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
対
前
年
度
比
５･

４
％
、
６
２
０
５
万
円

の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。
村
債
に
つ
い
て
は
白
方
小
学
校

議会費

農林水産業費

商工費

消防費

教育費教育費
公債費

諸支出金等

土木費土木費

208,568

422,885

149,060

2,612,0152,612,015 585,258

3,990,9613,990,961
819,989

165,303

15.0％15.0％

23.0％23.0％

1.2％1.2％

2.4％2.4％

0.9％0.9％

3.4％3.4％

4.7％4.7％

1.0％1.0％

分担金および負担金
157,651
0.9％0.9％

使用料および手数料
173,401
1.0％1.0％

村債
645,100
3.7％3.7％

地方譲与税
183,900
1.1％1.1％

その他
843,436
4.8％4.8％

（単位：千円）

村税村税

村民税村民税

固定資産税固定資産税

村税その他村税その他

2,681,2242,681,224
23.1％23.1％

7,967,6477,967,647
68.5％68.5％

975,608975,608
8.4％8.4％

11,624,47911,624,479 66.9％66.9％

県支出金県支出金
604,837604,837
3.5％3.5％

国庫支出金国庫支出金
2,059,4412,059,441

11.8％11.8％

繰入金繰入金
1,092,7551,092,755

6.3％6.3％

歳入合計歳入合計
173億8500万円173億8500万円

建
設
工
事
の
終
了
に
伴
い
、
対
前
年
度
比
48･

５
％
減
の

６
億
４
５
１
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
主
な
歳
出
で
は
、
新
設
さ
れ
た
子
ど
も
手

当
に
よ
り
、
民
生
費
は
対
前
年
度
比
13･

０
％
増
の

41
億
３
７
６
９
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
衛
生
費
は
、

広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
負
担
金
や
東
海
病
院
事
業
会

計
へ
の
出
資
金
の
増
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
８･

１
％
増

の
20
億
４
１
７
９
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
教
育
費
は

図
書
館
増
改
築
に
着
手
す
る
も
の
の
、
白
方
小
学
校
建

設
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、対
前
年
度
比
25･

７
％

減
の
39
億
９
０
９
６
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

本
村
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
等
９
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会

計
と
は
、
村
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特
定
の

歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
会
計
の
歳
入･

歳
出
と
区
分
し
て
そ
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
法

律
や
条
例
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
会
計
で
す
。
全
特
別
会

歳出合計歳出合計
173億8500万円173億8500万円

総務費総務費

民生費民生費

衛生費衛生費

2,251,4852,251,485

4,137,6914,137,691

2,041,7852,041,785

一
般
会
計

特
別
会
計

11.7％11.7％

23.8％23.8％

12.9％12.9％

内 訳内 訳

277億7814万6千円総　　額

173億8500万円一般会計

77億9715万2千円特別会計

25億9599万4千円企業会計

予算の概要

一般会計

平成22年度
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【一般会計歳入科目別内訳の推移】 【一般会計歳出性質別内訳の推移】

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 （年度） Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 （年度）

人件費

物件費

補助費等補助費等

繰出金

その他

普通建設事業費普通建設事業費

扶助費

公債費

依
存
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

そ
の
他
の
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

０

4,000,000

その他※

県支出金

村債

（3,771,752）

（2,444,773）

（1,735,570）

（2,354,907）

（3,432,089）

（984,109）

（819,989）

（1,841,811）

（　）内はＨ22年度の金額 （単位：千円）

◆国庫支出金…村の特定事業に対して、国から交付され
るお金。

◆繰入金…基金や特別会計からの受け入れ金。
◆村債…国や金融機関等からの借入金（借金）。
◆地方譲与税…一度、国税として徴収され、その後、国
から村に一定の基準で譲与されるお金。

◆議会費…議会運営に使われるお金。
◆総務費…管理事務､財政･財産管理､選挙等に使われる
お金。

◆民生費…福祉、医療等に使われるお金。
◆衛生費…保健衛生、環境衛生、ごみ処理等に使われる
お金。

◆土木費…道路、公園の整備等に使われるお金。
◆消防費…火災予防や救急救助活動等に使われるお金。

会 計 名 Ｈ22年度予算額 Ｈ21年度予算額 増減率
一般会計 17,385,000 18,428,000 △5.7％
特別会計 7,797,152 7,631,774 2.2％

 国民健康保険事業会計 2,754,932 2,579,296 6.8％
 老人保健事業会計 2,678 5,100 △47.5％
 後期高齢者医療会計 253,032 231,095 9.5％

 介護保険事業会計
 保険事業勘定 1,937,206 1,858,957 4.2％
 介護サービス事業勘定 5,372 4,711 14.0％

 東海駅西土地区画整理事業会計 79,329 101,178 △21.6％
 東海駅東土地区画整理事業会計 73,990 83,271 △11.1％
 東海駅西第二土地区画整理事業会計 255,186 202,158 26.2％
 東海中央土地区画整理事業会計 763,807 794,598 △3.9％
 公共下水道事業会計 1,671,620 1,771,410 △5.6％

企業会計 2,595,994 2,420,688 7.2％
 水道事業会計 1,062,300 1,037,400 2.4％
 病院事業会計 1,533,694 1,383,288 10.9％

総　　計 27,778,146 28,480,462 △2.5％

【平成22年度予算総括表】（単位：千円） 計
の
総
額
は
77
億
９
７
１
５
万
円
で
、
対
前
年
度
比
２･

２
％
、
１
億
６
５
３
８
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
を
基

本
と
し
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を
受
け
て
設
置
す
る
会
計
で
、
村

で
は
、
水
道
事
業
と
病
院
事
業
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
全

企
業
会
計
の
総
額
は
、
25
億
９
５
９
９
万
円
で
、
対
前
年

度
比
７･

２
％
、
１
億
７
５
３
１
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

2,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

20,000,000

０

4,000,000

2,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

20,000,000

（702,672）

（604,837）

（645,100）

※その他には、自主財源と依存財源が含まれています。

（　）内はＨ22年度の金額 （単位：千円）

◆教育費…小中学校、幼稚園、社会教育等に使われる
お金。

◆公債費…村債（借金）の元金や利子の償還に使われるお金。
◆物件費…賃金･委託料･使用料･賃借料等、消費的なもの
に使われるお金。

◆扶助費…児童手当や医療福祉費等、生活困窮者の最低
限の生活を維持するために支出するお金。

◆財政調整基金…予期しない収入減少や支出増加といっ
た年度間の財源の不均衡を調整し、長期的視野に立っ
た計画的な財政運営を行うための基金。

◆減債基金…村債の償還に必要な財源を確保し、将来に
わたる村財政の健全な運営を行うための基金。

◆特定目的基金…公立学校施設整備基金や緑化基金等、
ある特定目的のため、資金の積み立てや運用をしてい
る基金。

用 語 解 説用 語 解 説

企
業
会
計

地方譲与税、
交付金等

繰入金

（655,716）

（1,092,755）

国庫支出金
（2,059,441）

村税
（11,624,479）
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収　入

（平成22年３月１日現在 14,105世帯）（平成22年３月１日現在 14,105世帯）

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
額
を
２
７
８
０
分
の
１
※

に

縮
小
し
、
家
計
簿
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ま
し

た
。
※
平
成
20
年
分
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査（
国
税
庁
）の
給

与
所
得
者
平
均
給
与（
４
３
０
万
円
）を「
給
料
」と
し
て
縮
小
。

　

１
年
間
の
収
入
の
う
ち
、
自
ら
の
稼
ぎ
で
あ
る「
給
料
」は

４
３
０
万
円
で
、
全
体
の
７
割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。
本
村

は
原
子
力
施
設
等
か
ら
の
固
定
資
産
税
収
入
が
あ
る
た
め
、

他
市
町
村
に
比
べ
こ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
貯
金
か
ら
の
引
き
出
し
」、「
前
年
か
ら
の
繰
越
金
」、「
雑
収

入
」と
い
っ
た
ほ
か
に
頼
ら
な
い
収
入
が
52
万
６
千
円
あ
り
、

収
入
全
体
の
77
％
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自
主
財
源

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
項
目
の
前
年
度
比
較
で
見
る
と
、

固
定
資
産
税
の
減
に
よ
り「
給
料
」が
減
少
す
る
と
と
も
に
、

白
方
小
学
校
建
設
が
終
了
し
た
た
め
、「
親
か
ら
の
仕
送
り
」

や「
貯
金
か
ら
の
引
き
出
し
」、「
ロ
ー
ン
」が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
を
見
る
と
、「
食
費
」や「
医
療
費
」、「
ロ
ー
ン
返
済
」等
、

必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
が
２
３
１
万
５
千
円

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
義
務
的
経
費
と
い
わ
れ
、
簡
単
に

削
減
で
き
な
い
経
費
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、「
日
用

品
の
購
入
」や「
自
治
会
費
」等
の
支
払
い
が
あ
り
ま
す
。「
自

宅
の
増
改
築･

修
繕
」は
、
白
方
小
学
校
の
建
設
工
事
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度

は
図
書
館
増
改
築
工
事
や
東
海
南
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
、
中
丸
小
学
校
の
体
育
館
建
設
工
事
を
行
う
た

め
、
95
万
４
千
円
を
支
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
必
要
な
支
出
を
す
べて「
給
料
」で
賄
う
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、「
ロ
ー
ン
」を
組
ん
だ
り「
親
か
ら
の
仕
送
り
」を
得
な

が
ら
、
家
計
を
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度

末
の「
貯
金
」と「
ロ
ー
ン
」の
見
込
額
は
、１
世
帯
当
た
り
に
換
算

す
る
と
、「
貯
金
」が
91
万
２
千
円
、「
借
金
」が
１
３
８
万
３
千

円
と
な
り
ま
す
が
、
３
年
前（
平
成
19
年
度
）と
比
べる
と
、「
貯

金
」は
増
加
し「
ロ
ー
ン
」は
減
少
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
持
続
的
に
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
、
実
施
計
画
で
３
年
先
の
財
政
を
見
通
し
な
が
ら
積
極
的

に
貯
蓄
す
る
と
と
も
に
、
支
出
を
平
準
化
す
る
た
め
必
要
に
応

じ
て「
ロ
ー
ン
」を
組
み
な
が
ら
財
政
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、「
日
用
品
購
入
」の
節
約
や
計
画
的
に「
増
改
築
」を
す

る
な
ど
、
無
理
の
な
い
着
実
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

支　出

平成22年度末

３年前は…

138万３千円138万３千円

144万７千円144万７千円

ローンローン
一般･下水道･水道
･病院会計の合計

ローン

平成22年度末

３年前は…

91万２千円91万２千円

80万７千円80万７千円

ローンローン
財政調整･減債･特
定目的基金の合計

貯　金

Ｈ22予算 （割合） Ｈ21予算 （割合） 増減
給料 430万円（69％）434万７千円（66％）－４万７千円
　（村税､分担金・負担金､使用料・手数料）
親からの仕送り 119万５千円（19％）127万９千円（19％）－８万４千円
　（地方譲与税､地方交付税､国･県支出金）
貯金からの引き出し 39万３千円（６％） 41万５千円（６％）－２万２千円
　（繰入金）
ローン 23万２千円（４％） 45万１千円（７％）－21万９千円
　（村債）
前年からの繰り越し ７万２千円（１％） ７万２千円（１％） 増減なし
　（繰越金）
雑収入 ６万１千円（１％） ６万４千円（１％） －３千円
　（諸収入、財産収入等）
合　計 625万３千円（100％）662万８千円（100％）－37万５千円

Ｈ22予算 （割合） Ｈ21予算 （割合） 増減
食費 135万７千円（22％）138万５千円（21％）－２万８千円
　（人件費）
医療費、学費 66万３千円（11％） 46万円（7％）＋20万３千円
　（扶助費）
ローン返済 29万５千円（５％） 31万１千円（5％）－１万６千円
　（公債費）
光熱水費、日用品の購入費 123万４千円（20％）123万８千円（19％） －４千円
　（物件費）
自宅の増改築･修繕 95万４千円（15％）153万２千円（23％）－57万８千円
　（維持修繕費、普通建設事業費）
自治会費、友人への支援 58万２千円（９％）56万３千円（８％）＋１万９千円
　（補助費等）
子どもへの仕送り 84万７千円（13％）84万６千円（13％） ＋１千円
　（繰出金）
貯金 32万１千円（５％）29万３千円（４％）＋２万８千円
　（積立金、投資および出資金、予備費等）
合　計 625万３千円（100％）662万８千円（100％）－37万５千円

一
般
会
計
予
算
を
家
計
簿
に
例
え
て
み
る
と
…
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■
主
な
使
い
道　

▼
議
員
報
酬
の
支
払
い
や
政
務
調
査
、

議
会
運
営
等
の
議
会
費（
２
億
８
５
７
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
議
会
だ
よ
り
発
行
事
業

（
４
０
４
万
４
千
円
）…
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会

･

議
員
の
役
割
、
活
動
状
況
等
を「
議
会
だ
よ
り
」と
し
て

年
４
回
発
行
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
役
場
庁
舎
や
公
用
車
、
村
有
財
産
の

管
理
等
の
財
産
管
理
費（
１
億
１
７
９
５
万
５
千
円
）▼
原

子
力
専
門
員
の
雇
用
や
施
設
見
学
会
、
原
子
力
安
全
対

策
懇
談
会
運
営
等
の
原
子
力
対
策
費（
８
１
６
７
万
１
千

円
）▼
自
治
集
会
所
建
設
費･

管
理
費
補
助
、
行
政
協
力

員
の
報
酬
支
払
い
や
自
治
会
へ
の
助
成
等
の
自
治
推
進

費（
１
億
７
２
５
万
８
千
円
）▼
災
害
時
の
資
材･

食
糧
備

蓄
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
維
持
運
営
等
の
防
災
対
策
費

（
２
４
７
９
万
３
千
円
）▼
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
等
の
交
通
安
全
対
策
費（
５
０
６
７
万
１
千
円
）

■
拡
充
し
た
主
な
取
り
組
み　

▼
デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
事

業（
５
５
９
９
万
２
千
円
）…
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
中
型
車
を
１
台
増
車（
月
曜
日
〜
金
曜
日 

５
台

↓
６
台
、
土
曜
日 

３
台
↓
４
台
）す
る
と
と
も
に
、
時
間

延
長（
午
後
４
時
30
分
便
）を
継
続
し
ま
す
。

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
東
海
村
を
原
子
力
セ
ン

タ
ー
に
す
る
懇
談
会
運
営
事
業（
１
１
４
万
９
千
円
）…
東

海
村
の
特
色
を
生
か
し
、
本
村
を
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
開

発
か
ら
最
先
端
科
学
ま
で
幅
広
い
原
子
力
研
究
開
発
の

世
界
的
な
拠
点（
世
界
に
貢
献
す
る「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」）

と
す
る
た
め
の
検
討･

協
議
を
実
施
し
ま
す
。
▼
自
治
会

連
合
会
補
助
事
業（
４
７
８
万
７
千
円
）…
自
治
会
活
動
の

推
進
や
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
、
連
合
会
運
営
等
、
自
治

会
連
合
会
の
行
う
事
業
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
、
さ

ら
な
る
地
域
自
治
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
や
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
等
の
社
会
福
祉
総

務
費（
７
億
７
０
１
０
万
９
千
円
）▼
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
補
助
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

等
の
老
人
福
祉
費（
６
億
４
２
１
万
６
千
円
）▼
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
心
身
障
が
い
児（
者
）福
祉
手
当
支
給
等

の
障
害
福
祉
費（
３
億
４
１
４
２
万
円
）▼
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー「
絆
」や
な
ご
み･
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理･

運
営

等
の
社
会
福
祉
施
設
費（
１
億
９
３
０
３
万
５
千
円
）▼

公
立
保
育
所
の
管
理･

運
営
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
、
民
間
保
育
園
へ
の
補
助
等
の
児
童
福
祉
施
設
費

（
８
億
４
４
１
４
万
２
千
円
）

■
拡
充
し
た
主
な
取
り
組
み　

▼
母
子･

父
子
家
庭
家
賃

助
成
事
業（
１
０
８
０
万
円
）…
母
子･

父
子
家
庭
の
家
族

の
健
全
な
育
成
や
住
環
境
の
安
定
を
図
る
た
め
、
家
賃

助
成
額
を
７
千
円
か
ら
１
万
円
へ
引
き
上
げ
ま
す
。
▼
保

育
料
の
引
き
下
げ
…
村
民
税
非
課
税
世
帯
、
母
子･

父
子

世
帯
お
よ
び
在
宅
障
が
い
児（
者
）の
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
無
料
、
そ
の
ほ
か
の
世
帯
に
つ
い
て
は
保
育
料
を
一
律

10
％
減
額
し
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構

築
等
推
進
事
業（
２
０
２
万
７
千
円
）…
認
知
症
高
齢
者
と

そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
、
認
知
症
へ
の
対
応（
予
防･

早

期
発
見･

ケ
ア
等
）が
で
き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
や
拠
点
等
の〝
地

域
資
源
〞を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
相
互
に
連
携
し
な
が

ら
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
▼
幼
児
２
人
乗
自
転

車
購
入
費
補
助
事
業（
１
０
０
万
円
）…
子
ど
も
の
安
全
の

確
保
お
よ
び
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
幼

児
２
人
乗
自
転
車
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す（
購
入
価
格

の
２
分
の
１ 

上
限
４
万
円
）。
▼
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

（
７
億
４
３
７
５
万
８
千
円
）…
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を

対
象
に
、
１
人
に
付
き
月
額
１
万
３
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
妊
婦･

乳
幼
児
健
康
診
査
や
母
子
訪

問
、
東
海
病
院
や
水
道
事
業
へ
の
出
資
金
等
の
保
健
衛
生

総
務
費（
７
億
２
６
９
０
万
８
千
円
）▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
三
種
混
合

等
の
予
防
接
種
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
等
の
予
防
費（
８
６
６
８
万
１
千
円
）▼
ひ
た
ち
な
か･

東

海
広
域
事
務
組
合（
火
葬
場
、
斎
場
）へ
の
負
担
金
、
浄
化

槽
設
置
の
補
助
等
の
環
境
衛
生
費（
１
億
８
８
７
０
万
９
千

円
）▼
大
気･

水
質
等
の
環
境
調
査
監
視
や
環
境
審
議
会
運

営
等
の
公
害
対
策
費（
１
４
８
４
万
１
千
円
）▼
が
ん
検
診

や
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
等
の
各
種
健
診
や
健
康
相
談
の
実

施
等
の
健
康
増
進
事
業
費（
１
億
２
６
６
３
万
４
千
円
）▼

一
般
会
計
予
算

主
な
使
い
道･

取
り
組
み

議

会

費

総

務

費

民

生

費

衛

生

費
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清
掃
セ
ン
タ
ー
の
管
理･

運
営
や
可
燃･

不
燃･

粗
大
ご
み･

資

源
物
収
集
等
の
ご
み
処
理
費（
６
億
１
３
３
５
万
１
千
円
）

■
拡
充
し
た
主
な
取
り
組
み　

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業（
１
６
８
０
万
円
）…
環
境
へ
の

負
荷
が
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
さ
ら
に
促
進
す

る
た
め
、
予
算
を
増
額
し
補
助
件
数
を
増
や
し
ま
す
。

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

（
３
０
０
万
円
）…
不
妊
治
療
を
受
け
る
方
の
精
神
的
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
治
療
費
に
要
す
る
経
費

を
助
成
し
ま
す
。
▼
東
海
村
第
２
次
環
境
基
本
計
画
策
定

事
業（
１
２
１
１
万
７
千
円
）…
本
村
に
お
け
る
望
ま
し
い
環

境
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
施
策
の
方
針

･

事
業
を
体
系
化
し
て
環
境
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
24
年
度
を
初
年
度
と
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
転
作
奨
励
補
助
や
米
飯
給
食
費
補

助
等
の
農
業
振
興
費（
９
６
１
５
万
９
千
円
）▼
新
規
就
農

者
育
成
補
助
や
畑
作
奨
励
補
助
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
等
の
農
業
政
策
費（
９
０
１
２
万
１
千
円
）▼
農
道

･

水
路
整
備
や
維
持
管
理
、
排
水
機
場
の
管
理
等
の
農
地

費（
１
億
５
５
１
万
４
千
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
と
う
か
い
安
全
安
心
農
産

物
認
証
事
業（
３
５
２
万
７
千
円
）…
本
村
独
自
の
認
証
制

度
を
創
設
し
、
生
産
者
に
対
し
て
環
境
に
優
し
い
農
業
の

普
及
を
推
進
し
、
消
費
者
に
は
地
元
で
生
産
さ
れ
た
安
心

な
農
産
物
の
提
供
を
促
進
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
村
内
中
小
企
業
者
に
対
す
る
融

資
利
子
軽
減
や
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
開
催
等
の
商

工
振
興
費（
９
０
３
５
万
８
千
円
）▼
東
海
ま
つ
り
や
観

光
協
会
へ
の
補
助
、
観
光
施
設
の
管
理
等
の
観
光
費

（
３
５
８
６
万
９
千
円
）

■
主
な
使
い
道　

▼
道
路
の
新
設
や
改
良
工
事
、
歩

道
整
備
等
の
道
路
新
設
改
良
費（
３
億
３
０
０
０
万
円
）

▼
雨
水
排
水
路
の
整
備
や
維
持
管
理
等
の
都
市
下
水

路
費（
１
億
３
２
１
６
万
１
千
円
）▼
阿
漕
ヶ
浦
公
園
等

の
都
市
計
画
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
等
の
公
園
費

（
１
億
２
７
６
７
万
９
千
円
）▼
里
山
公
園
整
備
等
の
緑
化

推
進
や
緑
化
木
配
布
等
の
緑
化
推
進
費（
１
億
91
万
２
千

円
）▼
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
や
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
土
地
区
画
整
理
費
、
公
共

下
水
道
費（
15
億
４
８
０
４
万
１
千
円
）

■
拡
充
し
た
主
な
取
り
組
み　

▼
緑
地
保
全
事
業

（
６
０
１
０
万
３
千
円
）…
緑
の
基
本
計
画
に
お
い
て
設
定

し
た
保
全
配
慮
地
区
で
あ
る
前
谷
津
地
区
の
用
地
を
購

入
し
、
地
域
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
緑
地
保
全
活

動
を
行
い
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
消
防
職
員
の
人
件
費
や
消
防･

救
急

機
材
の
整
備･

管
理
、
救
急
救
命
士
の
養
成
等
の
常
備
消

防
費（
５
億
４
７
５
８
万
９
千
円
）▼
消
防
団
の
運
営
等
の

非
常
備
消
防
費（
１
８
６
０
万
４
千
円
）▼
防
火
水
槽
や
消

火
栓
整
備
等
の
消
防
施
設
費（
１
７
２
５
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
救
急
車
両
等
整
備
事
業

（
３
５
０
４
万
８
千
円
）…
高
規
格
救
急
車
を
１
台
更
新

し
、
救
急
救
助
活
動
の
維
持･

向
上
を
図
り
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）や

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学
校
図
書
館
指
導
員
の
設

置
等
の
教
育
指
導
費（
２
億
３
３
９
４
万
５
千
円
）▼

小
学
校
の
施
設
整
備
や
運
営･

管
理
等
の
小
学
校
費

（
11
億
１
９
７
万
３
千
円
）▼
中
学
校
の
施
設
整
備
や

運
営･

管
理
等
の
中
学
校
費（
２
億
２
３
３
３
万
５
千

円
）▼
幼
稚
園
の
施
設
整
備
や
運
営･

管
理
等
の
幼
稚

園
費（
３
億
１
４
４
８
万
円
）▼
文
化
祭
の
開
催
や
文

化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
へ
の
補
助
、
各
種
文
化
団
体

へ
の
補
助
等
の
文
化
振
興
費（
３
１
４
９
万
２
千
円
）

▼
図
書
館
の
管
理･

運
営
や
図
書
資
料
整
備
等
の
図
書

館
費（
７
億
９
８
３
１
万
８
千
円
）▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
管
理･

運
営
や
体
育
協
会
補
助
等
の
社
会
体
育
費

（
１
億
２
２
０
６
万
２
千
円
）

■
拡
充
し
た
主
な
取
り
組
み　

▼
図
書
館
改
築
事
業

（
７
億
３
６
８
９
万
３
千
円
）…
平
成
23
年
７
月
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
改
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
少
人
数
学
級
運
営
事
業

（
３
４
３
３
万
７
千
円
）…
子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
し
、
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
に
は
、
担
任
の
目
が

行
き
届
く
よ
う
学
習･

生
活
集
団
を
少
人
数
化
す
る
こ
と

が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
１
学
年
に
少

人
数
学
級（
１
ク
ラ
ス
30
人
）を
導
入
し
ま
す
。
▼
文
化
セ

ン
タ
ー
施
設
改
修
事
業（
２
２
６
２
万
円
）…
昭
和
52
年
の

建
設
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
、
機
械
設
備
等
の
老
朽
化

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
上
で
計

画
的
な
改
修
工
事
を
検
討･

実
施
し
ま
す
。

商

工

費

土

木

費

消

防

費

教

育

費

農
林
水
産
業
費
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　平成22年第1回東海村議会定例会におい
て、茨城県職員の山田修さんが副村長に就任
されましたので紹介します。

新副村長を紹介します新副村長を紹介します

　平成22年第1回東海村議会定例会において、
村議会新議長に飛田静幸議員、副議長に井坂
成子議員が就任されましたので紹介します。

▼問い合わせ 議会事務局（☎282-1711 内
線1281）

　村では、「村民ニーズに即応できる簡素で効率
的な行政システム」の構築に取り組んでいます。
４月１日から次の通り組織･機構を改編しました
ので、お知らせします。
①「定額給付金推進室」の廃止
　定額給付金、子育て応援特別手当の支給が終了
したことや子育て応援特別手当（平成21年度版）が
制度の見直しにより執行停止になったことから、
福祉部社会福祉課内の「定額給付金推進室」を廃止
しました。
②「こども室」の設置
　子どもの発達･年齢に即した環境整備とともに
保育所･幼稚園の耐震化を図りつつ、東海村にふ
さわしい保育･幼児施設を考え、より厚みのある
子育て支援策を検討するため、福祉部社会福祉課
（役場行政棟１階）の子育て支援担当を拡充し、新
たな課内室として「こども室」を設置しました。
③「地域医療担当」の設置
　新たな医療制度への対応と医療にかかわる業務

を一元的に管理し、地域医療に対応する体制の充
実･強化を図るため、福祉部保健年金課（役場行政
棟１階）の「医療福祉担当」と「地域医療推進担当」
を統合し、「地域医療担当」を設置しました。
④「建築担当」の設置
　建築にかかわる業務を一元的に管理し、建築行
政（建築指導、建築工事、住宅等）に対応する体制
の充実･強化を図るため、建設水道部都市政策課
（役場行政棟２階）の「建築指導担当」と「施設整備
担当」を統合し、「建築担当」を設置しました。
⑤「情報政策担当」と「検査担当」の所管替え
　村の情報提供管理体制の強化を図るため、役
場行政棟３階の財務課「情報政策担当」と総務課
「検査担当」の所管替えを
行いました。
■問い合わせ
　企画政策部政策推進
課政策推進担当（☎282-
1711 内線1332･1335）

「こども室」の設置等、４月から「こども室」の設置等、４月から

組織･機構の改編を行いました組織･機構の改編を行いました

就任のごあいさつ

　去る３月の村議会定例会におきまして、村
議会のご同意を得、４月１日付で副村長に就
任いたしました。微力ではございますが、村
長を支え、東海村発展のため、誠心誠意全力
で尽くしてまいる所存でございますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

48歳。昭和61年４月に茨
城県職員となり、産業政策
課産学連携推進室室長補
佐、地域計画課課長補佐
等を歴任。平成22年４月、
東海村副村長に就任。

山
や ま だ

田　修
おさむ

村議会議長と村議会議長と
副議長が変わりました副議長が変わりました

54歳。無所属。
３期目。舟石川駅西在住。

67歳。公明党。
３期目。村松在住。

議長

飛田静幸議員

副議長

井坂成子議員
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　４月１日から、原子力機構長堀二区の自治会長（行
政協力員）が変更になりました。地域の代表として、
村政に対する要望の取りまとめや地域に共通する課
題等を自治会
役員と協力し
ながら解決し
てまいります。
皆さんのご支
援･ご協力をお
願いします。
▼問い合わせ 総務部自治推進課自治推進担当（☎
282-1711 内線1341）

　舟石川一区を担当する５人の民生委員･児童委員のうち１人が変更に
なりました。民生委員･児童委員は、
皆さんの身近な相談者として、地域
福祉の増進のために活動していま
す。高齢者や障がい者、児童、母子･
父子家庭のことなど、福祉に関する
ことでお悩みの際は、地域の民生委
員･児童委員にお気軽にご相談くだ
さい。秘密は厳守されます。
▼新 委 員 佐

さ が わ

川昇
しょ う い ち

一（☎282-4323 舟石川615-5）　※照沼貢一郎さ
んの後任となります。
▼問い合わせ 福祉部社会福祉課福祉総務担当（☎282-1711 内線
1182）

　平成22年第１回東海村議会定例会におい
て、村の監査委員２人のうち議会選出の監査
委員が選任されましたので、お知らせします。

▼問い合わせ 監 査委員事務局（☎282-
1711 内線1250）

【村の監査委員】
区　分 氏　名 就任日（任期）

識見委員
（代表監査委員）根本龍哉

平成19年12月15日
（４年）

議会選出委員 村上邦男 平成22年３月25日
（議員の任期）

舟石川一区の民生委員･児童委員のうち１人が変わりました

渡
わたなべ

邉 雅
まさゆき

之
☎283-3657
村松2116-1
原子力機構長堀
住宅Ｂ2-202

村上村長から委嘱状を受け取る佐川さん

監査委員（議会選出委員）
が変わりました

　原子力機構太田区自
治会は３月31日をもっ
て解散となり、４月１
日から原子
力機構箕輪
区自治会と
合併しまし
た。
▼問い合わせ 総 務 部
自治推進課自治推進
担当（☎282-1711 内
線1341）

原子力機構太田
区自治会が解散

原子力機構長堀二区の自治会長
が変わりました

　介護保険サービスには▼訪問サービス（訪問介
護･訪問入浴等）▼通所サービス（通所介護･通所リ
ハビリテーション等）▼居宅サービス（短期入所生
活介護･認知症対応型共同生活介護等）▼福祉用
具の貸与や購入、住宅改修――などがあり、介
護認定を受けることで利用することができます。
利用までの流れ
①申　　請 介護保険被保険者証を持参の上、
介護福祉課（役場行政棟１階）へ申請してください。
②認定調査 ▼訪問調査（村職員が自宅･病室･
施設等を訪問し、本人や家族の方から心身の
状況を聞く）　▼主治医意見書（村が主治医に

依頼し、医学的観点で状況を把握する）
③審査・認定 ②を基に保健･医療･福祉の学識
経験者等で審査をし、要介護状態区分を決定
します。
④通　　知 次の区分で通知します。

⑤サービスの利用 ケアマネジャーにケアプラン
を作成してもらいサービスを利用します。※ケア
マネジャーへの相談やプラン作成は無料です。

介護保険サービスを利用するには･･･

問い合わせ　福祉部介護福祉課介護保険担当（内線1163）／なごみ･総合支援センター（☎287-2516）

要介護状態区分 利用できるサービス
要介護１～５介護保険の介護サービス
要支援１・２介護保険の介護予防サービス
非 該 当地域支援事業
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　後期高齢者医療保険料率は、医療費の動向等を踏まえて２年ごとに県内一律で見直されます。今年度は見
直しの年ですが茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会の結果、平成22･23年度の後期高齢者医療保険
料率は据え置き（これまでと同じ）となりました。なお、平成22年
度の保険料額は７月に本算定し、「平成22年度後期高齢者医療保
険料額決定通知書」を郵送して皆さんにお知らせします。

後期高齢者医療保険料率に変更はありません
平成22･23年度の保険料率が決定

※総所得金額等とは「年金収入－公的年金控除」「給与収入－給与所得控除」「事
業収入－必要経費」などです（社会保険料控除や配偶者控除等の各種所得控除
前の金額）。また、退職所得以外で分離課税の所得金額（土地･建物や株式の譲
渡所得などの特別控除後の金額）も総所得金額等に含まれます。

均等割額
37,462円

所得割額
（総所得金額等※ー基礎控除額33万円）×7.60％

１年間の保険料額
（100円未満切捨て･限度額50万円）

　平成22年度も、所得の低い方への保険料の軽減措置は継続されます。※世帯の構成･所得等が変更に
なった方や、税の申告をしていない方は軽減が受けられない場合がありますのでご注意ください。
①均等割額の軽減

②所得割額の軽減

対　　象 軽減額
後期高齢者医療制度に加入する直前、被用者保険の被扶養者だった方 9割
基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入80万円以下の世帯 9割
基礎控除額（33万円）を超えない世帯 8.5割
「基礎控除額（33万円）」＋「24.5万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主を除く）」を超えない世帯 ５割
「基礎控除額（33万円）」＋「35万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ２割

　村では東海村後期高齢者医療被保険者の方を対象に、後期高齢者医療保険料を算定基準とした助成金
を交付しています。平成21年度対象者には、すでに申請書を郵送しています。まだ申請していない方は、
お早めに手続きをしてください（助成金の交付は４月末を予定しています）。なお、平成22年度の新規
対象者には、12月に通知を郵送する予定です。

＋ ＝

福祉部保健年金課地域医療担当　☎282-1711（内線1134、1135）

保険料の計算方法

均等割額…37,462円（据え置き）
所得割率…7.60％（据え置き）

平成22･23年度の後期高齢者医療保険料率

対　　象 軽減額
後期高齢者医療制度に加入する直前、被用者保険の被扶養者だった方 全額
保険料の所得割額を負担し、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方 ５割

所得の低い方への保険料の軽減措置

後期高齢者サポート事業（助成金）の申請について

問い合わせ
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チ
ャ
ン
ネ
ル
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村
で
は
、
平
等
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
質
の
向
上

を
目
的
に
、介
護
相
談
員
を
介
護
保
険
施
設
等
に
派
遣
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
要
望
や
疑
問

･

不
安
に
お
応
え
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
相
談
員
が
、
村
内
の
介
護
保
険
施
設
等
を
訪
問

し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
日
ご
ろ
の
疑
問
や
思
い
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
お
話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
要
望
等
は
必
要
に
応
じ
て
施
設

側
に
伝
え
、
改
善
に
努
め
ま
す
が
、
相
談
者
か
ら
匿
名

の
希
望
が
あ
る
場
合
は
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
定
期
的
に
施
設
職
員

と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
、
気
付
い
た
点
や
改
善
点
を

　

去
る
３
月
７
日
に
東
海
村
研
究
交

流
プ
ラ
ザ
で「
と
う
か
い
有
機
農
業
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

風
雨
が
強
く
気
温
も
低
い
悪
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
講
師
の
涌わ

く

い井
先
生

の
有
機
農
業
に
関
す
る
意
義
深
い
お

話
に
、
多
数
の
出
席
者
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
有

機
農
業
に
関
す
る
掲
示
物
や
資
材
も

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
で
も

「
ス
ト
チ
ュ
ウ
」に
多
く
の
方
の
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
ト
チ
ュ
ウ
と
は
一
体
何
な
の
か
、
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
言
で
言

え
ば
、〝
酢
と

4

4

焼
酎4

を
主
原
料
に
し
た
、
植
物
を
活
性
化
さ

せ
る
液
体
〞で
す
。
活
性
化
さ
せ
る
と
言
っ
て
も
、
花
を
た

く
さ
ん
咲
か
せ
た
り
、
大
き
な
実
を
な
ら
せ
た
り
と
い
う

直
接
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス

ト
チ
ュ
ウ
液
を
植
物
の
葉
や
茎
に
繰
り
返
し
散
布
す
る
こ

と
で
、
作
物
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
物
質
を
硬
く
す
る
な

ど
、
作
物
自
体
の
体
質
を
強
化
す
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

病
原
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
た
り
、
害
虫
の
食
害
や

吸き
ゅ
う
じ
ゅ
う

汁
の
被
害
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
ニ
ン
ニ
ク
や
ト
ウ

ガ
ラ
シ
な
ど
抗
菌
作
用
を
持
つ
農
産
物
を
加
え
た
ス
ト

チ
ュ
ウ
液
は
、
病
原
菌
の
増
殖
抑
制
や
害
虫
の
忌き

避ひ

効
果

等
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ス
ト
チ
ュ
ウ
液
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
当
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
月
曜
日
は
休
業
）。

▼
問
い
合
わ
せ 

東
海
村
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

活力ある農作物を育てましょう

vol.vol.1010

菜 園 ナ ビ

ご
存
じ
で
す
か
？ 

介
護
相
談
員
派
遣
事
業

話
し
合
っ
て
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
施
設
側
に
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。

　

訪
問
日
時
は
毎
月
変
わ
り
ま
す
。
１
回
の
訪
問
は
２

時
間
程
度
で
す
。

●
毎
月
２
回
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
２
か
所
）、
老

人
保
健
施
設（
２
か
所
）

●
毎
月
１
回
…
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
２
か
所
）、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス（
７
か
所
）、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム（
１
か
所
）

　

食
事
や
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

ほ
か
、
施
設
で
の
生
活
や
職
員
の
対
応
等
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
気
付
い
た
こ
と
や
要
望
、
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
目
線
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
配
慮
し

ま
す
。
た
だ
し
、
車
い
す
を
押
し
た
り
、
利
用
者
の
体

を
支
え
る
な
ど
、
実
際
に
介
助
を
行
う
こ
と
や
、
家
族
・

親
族
問
題
、
財
産
に
関
す
る
相
談
等
、
介
護
相
談
員
が

対
応
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ナ
マ
の
声
が
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
介
護

相
談
員
が
ご
利
用
の
施
設
に

伺
っ
た
際
に
は
、
皆
さ
ん
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
日

ご
ろ
の
思
い
を
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉
課

地
域
支
援
室 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

問
い
合
わ
せ

い
つ
、
ど
こ
で
活
動
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
相
談
が
で
き
る
の
？

私
た
ち
が
介
護
相
談
員
で
す
！

介
護
相
談
員
は
、
利
用
者
の

声
を
つ
な
ぐ「
橋
渡
し
役
」な

ん
じ
ゃ
の
う〜初

代
い
も
ジ
ィ
〜
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

退
職（
失
業
）に
よ
る

退
職（
失
業
）に
よ
る

特
例
免
除
制
度

特
例
免
除
制
度

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
厚
生
年
金･

共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
が
退
職（
失
業
）し
た
場
合
、
役
場
で
手

続
き
を
行
い
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て　

免
除
申
請
を
す
る
年
度

ま
た
は
そ
の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
方
は
、
特

例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
の
審
査

は
、
通
常
は
審
査
対
象
で
あ
る
ご
本
人
の
所
得
の
状

況
は
除
外
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
や

世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
を

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
配
偶
者

･

世
帯
主
が
退
職（
失
業
）さ
れ
た
場
合
に
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
な
お
、免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
内
に
追
納
す
る
こ
と
で
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
※
３
年
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
加
算
が
付
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

①
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年

金
手
帳･

納
付
書
等
）②
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
る
場

合
は
不
要
）③
退
職（
失
業
）し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証･

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
）―
―

を
持
参
の
上
、
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
役
場
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

ＰＡＲＴ . 108ＰＡＲＴ . 108

　

指
導
す
る
に
当
た
り
、
昔
を
思
い
返
し
て
み
る

と
、私
が
小
学
生
だ
っ
た
時
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

と
て
も
厳
し
く
、
練
習
に
行
く
の
が
つ
ら
い
日
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
つ
ら
い
分
、
勝
っ
た
と
き
の

喜
び
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
の
子
ど
も
た
ち
を
昔
の
よ
う
に

厳
し
く
指
導
し
た
ら
、
付
い
て
来
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
…
辞
め
て
し
ま
う
の
で
は
…
と
考
え
て
し
ま

い
、
ビ
シ
ッ
と
し
か
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
や
振
り
方
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
正
し
く
で
き
て
い
る
か
不
安
だ
ら
け
で
す

が
、
先
輩
指
導
者
を
見
習
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

に「
楽
し
い
こ
と
も
、
つ
ら
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
ん
だ
よ
！
」と
指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
〝
小
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〞に
は
、
素
直
な
子
、
言

う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
、
面
白
い
子
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
才
能
が
眠
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
や
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
、
負
け
た
と
き
の

悔
し
さ
、
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

あ
い
さ
つ
な
ど
を
教
え
て
い
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
た
い
、
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
村
内
唯
一
の

〝
小
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〞に
入
団
し
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

指
導
者･

団
員
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

指導者からのメッセージ

少年育成
体 験 記青

　

私
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

や
年
齢
の
方
々
と
一
緒
に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
結
婚･

出
産
を
境
に
、
練
習
に
行
く
時

間
が
な
く
な
り
、
子
育
て
に
追
わ
れ
る
日
々
…
。
そ

の
よ
う
な
中
、
娘
が
小
学
生
に
な
り
、
数
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
中
か
ら〝
小
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〞を

選
び
、入
団
し
ま
し
た
。
娘
の
入
団
を
き
っ
か
け
に
、

代
表
の
先
生
か
ら「
指
導
者
に
な
ら
な
い
？
」と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
初
心
者
だ
っ
た
私
が
指
導
者

に
な
る
な
ん
て
…
と
思
い
、一
度
は
断
り
ま
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
も
子
ど
も
も
大
好
き
な
の

で
良
い
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
直
し
、
指
導
者
と
い

う
立
場
に
な
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

“小学バドミントン”との出会い“小学バドミントン”との出会い
小学バドミントンスポーツ少年団指導者小学バドミントンスポーツ少年団指導者　　舟石川駅東舟石川駅東　　小小

こいずみこいずみ

泉泉  美美
み き こみ き こ

希子希子

※後列一番右が今回のエッセイスト※後列一番右が今回のエッセイスト



● 15

小さな知識で大きな安心 原子力 ･防災マメ知識 ③

　「災害は忘れた頃にやってくる」といわれま
す。東海村は幸いにして大きな自然災害に見舞
われることもなく、私たちは比較的恵まれた自
然環境の下で生活しています。しかし、風水害
への備えはどうでしょうか。ある程度、事態の
推移が予測できるとはいえ、日ごろから十分な
対策を立てておかなければ、その場に臨んで的
確な対応はできないでしょう。まずは、家の内
外の危険個所をチェックし、身近な所から安全
対策を講じておくことが大切です。　
　村では、地域防災計画の震災･風水害対策編に
定める要領に従って、関係機関の協力を得ながら、
被害を最小限に抑えるための措置を講じます。震
度４以上の地震が発生したときや台風が接近し
そうなときなどは、関係職員が登庁して情報収集
を行い、必要に応じて災害対策本部を設置します。
　風水害対策の一つとしては、洪水ハザードマッ
プを整備しました。これは、久慈川等のはんら
んに備え、対応計画の的確な決定に万全を期す

上でなくてはならないものです。地球温暖化に
よるものでしょうか、最近はごく短時間に局所
的な集中豪雨となり、低地のみならず、台地の
市街地でも、道路冠水、床下･床上浸水が起こ
るようになりました。平成18年８月25日の集中
豪雨では、わずか１時間弱の間に66.5ミリもの
降雨があり、村内52か所でこのような状況が発
生しました。こうなると、救援を求められても、
どうすることもできません。まさに自分の身は
自分で守っていただくしかない状況でした。
　こうした事態を回避するため、村では、必要
なお宅に、事前に土のうを貸与しています。ま
た、台風や集中豪雨に備え、村内各地の排水溝
を清掃し、円滑な排水ができるようにするとと
もに、幹線排水路の見直しや整備に努めていま
す。お互い“備えあれば憂い少なし”の状況を作
り上げていきたいものです。
●問い合わせ 経済環境部原子力対策課原子力
･防災担当（☎282-1711 内線1519）

それぞれが危険個所への対策を「ゲリラ豪雨」

　
　
【
俳　

句
】

真
新
し
土
く
ろ
ぐ
ろ
に
も
ぐ
ら
塚

東　

海　

佐
藤　

と
よ

ソ
テ
ツ
の
葉
そ
っ
と
ゆ
る
が
す
春
の
風

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

巡
り
来
て
ま
た
あ
の
花
を
見
に
行
か
む

村　

松　

松
本　

正
勝

夫め
お
と
づ
る

婦
鶴
仲
良
く
飛
ぶ
や
北
帰
行

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

梅
の
香
に
花
か
ら
花
へ
め
じ
ろ
舞
う

外　

宿　

西
山　

純
一

盾
と
な
る
無
縁
仏
や
雪
残
し

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

春
の
雪
斑は

だ
ら

模
様
に
残
り
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　４月４日、東海駅西口１階で、「東海ステーションギャラリー」
のリニューアルオープンを記念したオープニングセレモニーが行
われました。今回の改修は、施設の有効活用を目的としたもので、
これまで多目的ルームとして利用していた１階は、開放的な出入り口、展示用スポットライト、水場等を備
えたギャラリーに生まれ変わり、２階ギャラリーについても、壁紙の張り替え、ピクチャーレールの新設等
を行いました。今後は、個展･企画展等、より多くの開催が可能となりました。主な設備は、下表のとおりです。
■問い合わせ　東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ギャラリーA（２階） ギャラリーB（１階）

展示可能面積 約178㎡ 約130㎡

展 示 壁 長 約50ｍ 約44ｍ

室 内 高 さ ４ｍ ５ｍ

スポットライト 100Ｗ（45台） 100Ｗ（40台）

ピクチャーレールの高さ 3.8ｍ･2.5ｍ 2.5ｍ

東海ステーションギャラリーが東海ステーションギャラリーが
リニューアルオープン！リニューアルオープン！

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ
■開館時間 午前10時～午後７時
■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

【ギャラリーＡ（２階）】

パッチワーク･キルト展　赤毛のアンの四季～グリーン･ゲーブルズ～

▼期　　間 ４月18日（日）～ 24日（土）（通常午
後６時まで、最終日は午後２時まで）

▼内　　容 キルトサークル「ぶらんこ」の５回目
の作品展です。テーマは「赤毛のアン」――その
舞台であるグリーン･ゲーブルズの家を中心に、
季節の移り変わりを表現しました。ベッドカ
バーやタペストリーなどの大作も展示します。

墨･ＫＯＫＯＲＯ展

▼期　　間 ４月25日（日）～５月１日（土）（最
終日は午後２時30分まで）

▼内　　容 川又南岳先生の教えをいただいた茨
城大学書道部の卒業生による書道展です。出品
者それぞれが古典の臨書を基本に置き、独自性
を組み入れた創作を行っています。川又南岳先
生の賛助出品もあります。

第18回土なかま彫塑展

▼期　　間 ５月２日（日）～８日（土）（最終日は
午後３時まで）

▼内　　容 テラコッタ･陶
と う

･木･石
せ っ こ う

膏･金属･石等を素
材とした彫刻作品の展示です。出品者13人の独
創的な表現と彫刻の素材感をお楽しみください。

写団合同展

▼期　　間 ５月９日（日）～ 15日（土） （２日目
以降は午前９時30分から、最終日は午後２時
まで）
▼内　　容 写真は、撮影者の心のままに撮り、見
る人に感動を与える“写心”ともいえます。古い写
真をのぞけば思い出が手に取るように浮かんでき
ます。写真は永遠に残るもの――このような気持
ちで写真を撮っている仲間による作品展です。

【ギャラリーＢ（１階）】

芸大･茨大･筑波大卒業修了制作選抜展

▼期　　間 ４月25日（日）～５月８日（土）（最
終日は午後３時まで）
▼内　　容 茨城県にある美術系三大学の卒業修
了制作から、絵画･彫刻･工芸･書など９点を展
示します。大学における研究の集大成となる大
作をぜひご覧くだ
さい。５月２日(日)
午後２時からは出
品者を招いたギャ
ラリートークを開
催します。

ギャラリーＢ（１階の内装）

昨年度の展示風景
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●村の魅力ある風景を見て歩いて心身の健康づくり
３月25日、郷土再発見「新ぶらら東海さんぽみち」（地図）が完成し
ました。“心身の健康づくりには散歩が最適”と、昨年４月、中央
公民館講座として作成が始まり、12人の受講生が村内を歩いて
撮って回った写真は数百点余り。地図にはそれら写真や東海12景
のみならず、受講生お薦めのビューポイントなども記され、村の魅
力ある風景を再発見することができます。各コミュニティセンター
を起点とした18のモデルコース（３～６キロメートル）も掲載されて
います。Ａ４判に八つ折されたこの地図は中央公民館や各コミュ
ニティセンターで無料で配布されているほか、ＣＤ版は中央公民
館で無料で貸し出します。「散歩のお供に」ぜひご活用ください。

受講生の皆さん（写真後列左から）大内義男さん、佐藤留三郎さん、河本紀久雄さん、石井謙藏さん、島根栄さん （前列左から）
大城とみさん、寺門友子さん、佐藤美智子さん、根本忠文さん このほかに照沼秀男さん、茂又逑史さん、高野勝志さん

●●はじめの一歩～一言声を掛けてコミュニケーション～
３月６日、「第４回東海村ボランティア市民活動セミナー」が東海文化セン
ターで開催されました。半身に障がいを抱えた青年が自分に何かできるこ
とはないかと東海村青年会に入会した実話を基に、その本人や会員たち
の心の葛藤を描いた寸劇「はじめの一歩」が上演されました。続いて、全
盲のシンガーソングライター・立

たてみ ち

道聡子さんによるトーク＆ライブ「たから
もの～みえないけど、きえないもの～」が行われました。同じく全盲で１年
先輩のミュージシャンと結婚し、周囲の猛反対を押し切り出産した立道さ
ん。子どもと手をつないで歩くこと、子どもと夫に自分のコンサートを聞い
てもらうことが夢だったそうです。“コミュニケーションを取りたい”“一言声
を掛けてもらえるだけでもうれしい”青年と立道さんからのメッセージです。

●●ケニアの人たちに自動車整備の技術と知識を伝えてきます
３月19日、独立行政法人国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊と
してケニアへ向かう齋藤恵介さんが村上村長を表敬訪問しました。
齋藤さんは、平成24年３月までの２年間、ケニアの若いエンジニア
たちに自動車整備士としての技術や知識を伝えることになります。
ボーイスカウトの経験があり、専門学校４年生の時にイギリスへ留
学したことをきっかけに海外での生活や異文化を学ぶ楽しさ、日
本との違いを肌で感じ、海外というものにさらに目が向くようになっ
たという齋藤さん。「英語やスワヒリ語を使い、積極的に地域の人
たちとコミュニケーションを取って早く解け込み、国際貢献できる
よう日々努力していきたい」と現地での抱負を話してくれました。

立道さん

広げた裏面は村内全域図になっています



18 ●

テレホンサービス（☎0120-42-4848） ※屋外放送を無料で聞くことができます。

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

募集募集

平成 22年 3月１日現在
前月比

世 帯 数 14,105 世帯 ＋３
総 人 口 37,116 人 ＋ 27
男 18,674 人 ＋８
女 18,442 人 ＋ 19

人口と世帯数

４月の納付
納 期 限 ４月30日（金）

納付種別
固定資産税（全期分･第１期分）
介護保険料（第１期分）
里川堰土地改良区費（第１期分）

　村では、村政や地域で活躍できる女性を育成
するため、村政等についての勉強会･研修を行
う「ハーモニー東海」を実施しています。平成
21年度の研修生からは“村の良いところを再発
見できた”“自分の暮らしと行政とのかかわりを
実感できた”などの感想が寄せられています。
皆さんも参加してみませんか。
■期　　間 ５月～平成23年３月（８月を除く
全10回）
■日　　時 原則第３火曜日の午前９時30
分から11時30分まで ※第１回は５月18日
（火）に村長との懇談等を予定しています。
■対　　象 村内在住で20歳以上の女性（15人）
■内　　容 研修生と協議しながら決定しま
す。※昨年度は、安全な農作物について･救
急車が来るまでにできること･自治会制度･ご
みのゆくえ･身近な世界の最先端研究（Ｊ－Ｐ
ＡＲＣ）等を学びました。
■参 加 費 無料
■そ の 他 無料保育サービスがあります。
■申し込み・問合せ ４月30日（金）までに、総
務部自治推進課ハーモニー ･交流担当（内線
1342）へ申し込みください。

「ハーモニー東海」第11期生募集

　チューリップ保育園の園児と一緒に、砂遊
びや芝すべりなど、戸外活動を中心とした遊び
の中で体を鍛えませんか。
■期　　間 5月から平成23年２月までの水曜日
（月２回） ※日程等を変更する場合があります。
■時　　間 午前９時30分～ 11時
■場　　所 チューリップ保育園
■対　　象 第１･３水曜日…１歳児（平成20年
４月～平成21年３月生まれ）とその保護者（15
組）　第２･４水曜日…２歳児（平成19年４月
～平成20年３月生まれ）とその保護者（15組）
■そ の 他 毎週金曜日の午前９時30分～10時
30分に、１歳～５歳児を対象としたリズム遊びを
行っています。実施の有無を確認の上、参加くだ
さい（事前申し込み不要）。※４月は実施しません。
■申し込み・問合せ １歳児は４月13日（火）、
２歳児は４月15日（木）のそれぞれ午前９時
30分から正午までに、チューリップ保育園
（☎282-3158）へ申し込みください。

「ポランサークル」会員募集

　子どもたちの交流と保護者同士の子育ての
輪を広げる、百塚保育所の育児サークル「カン
ガルーサークル」（春グループ）が始まります。
■期　　間 ５月10日（月）から７月27日（火）
までの毎週月･火曜日　※祝日は休みとなり
ます。また、都合によりサークルを中止する
場合があります。

■時　　間 午前10時～ 11時15分
■場　　所 百塚保育所
■対　　象 村内在住で就学前までの乳幼児と
その保護者（先着20組）

■申し込み 4月16日（金）の午前10時から午
後3時（正午～午後１時を除く）までに、白方
コミュニティセンター（和室）へお越しの上、
申し込みください。※これまでに参加したこ
とがある方も申し込みできます。

■問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保
育所内 ☎270-5660）

「カンガルーサークル」（春グループ）会員募集

会　
費

無
料

　乗馬を通して動物とふれあうだけでなく、仲
間との共同作業により、助け合い精神の育成や
物の大切さ、言葉遣い、礼儀作法等を学びます。
■活 動 日 毎週土･日曜日
■時　　間 午前９時～正午
■場　　所 東海馬事苑（舟石川845-4）
■対　　象 小学３年生～中学２年生
■団　　費 2,000円／月
■申し込み・問合せ 尾崎嗣朗さん（☎282-
7056）

「乗馬少年団」団員募集

会　
費

会　
費

無
料

無
料
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４月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 医療機関名 電話番号
11日（日）尾形クリニック 282-4781
18日（日）村立東海病院 282-2188
25日（日）武藤小児クリニック 282-7722
29日（木）茨城東病院 282-1151
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…24時間対応
茨城県救急医療情報コントロールセンター（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後５時…日曜日･祝日･年
末年始（12月29日～１月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日
プッシュ回線の固定電話、携帯電話から（☎#8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

窓口業務時間延長
実施日時 第１･３木曜日　午後７時まで
実施課 取り扱い業務※

住民課
（内線1125）

住民登録（転出･転入等）、印鑑登録、外
国人登録に関する手続き、パスポート
の交付、各種証明書･許可書の発行等

保健年金課
（内線1131）

国民健康保険、国民年金、後期高齢者
医療、医療福祉（マル福制度等）、母子
健康手帳の交付等

社会福祉課
（内線1183）

保育所（入退所の手続き）、児童手当、
児童扶養手当の申請等

水道課
（内線1153）

水道の給水開始･中止の手続き、上下水
道料金の支払い（下水道料金のみの取り
扱いはできません）

※一部取り扱いのない業務がありますので、事前に
ご確認の上、お越しください。

　茨城県出身の人気俳優で、クラ
シック音楽に造

ぞうけい

詣の深い渡辺徹と
日本を代表する２人のクラシック
奏者による、すてきな音楽と楽し
いトーク満載のコンサートです。
クラシック音楽の魅力を再発見す
る公演をどうぞお楽しみください。
■期　　日 ７月４日（日）
■時　　間 午後２時開演（午後
１時30分開場）
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 3,500円／人（全席指
定）　※未就学児の入場はできません。
■そ の 他 保育サービス（1,000
円／人）をご希望の方は、６月27
日（日）までに申し込みください。
■申し込み ４ 月24日（土）の 午
前９時から、東海文化センター
窓口で入場券の発売を開始します。残券が
あった場合のみ、同日･午後１時から電話予
約を受け付けます。※発売初日の購入は１人
４枚までとさせていただきます。
■問 合 せ 東海村文化･スポーツ振興財団（東
海文化センター内 ☎282-8511）

■活 動 日 第１･３金曜日
■時　　間 午前10時～ 11時
■場　　所 村松コミュニティセンター
■対　　象 ２歳から４歳までの幼児
■内　　容 英語によるリトミック、工作等
■会　　費 2,500円／月 ※入会金2,000円が
別途掛かります。
■申し込み・問合せ 菅谷香織さん（☎283-3908）

幼児英語リトミック「東海アクティブキッズ」会員募集

　３か月間の教室で、体を動かす習慣を身に付
け、楽しさと効果を実感しませんか。運動初心
者のための教室です。

65歳から始めるやさしい筋トレ教室
●期　　日 ５月14日（金）から８月６日（金）
までの毎週火･金曜日（全25回）
●時　　間 午後１時30分～３時30分
●対　　象 村内在住で65歳以上の足
腰を強化したい方、最近つまづきやす
くなったと感じている方（15人程度）
●内　　容 柔軟体操、簡単な筋力体操、音楽
に合わせた体操、有酸素運動等
40 ～ 64歳のスリムアップ筋トレ教室

●期　　日 5月14日(金）から８月６日（金）ま
での毎週火･金曜日（全25回）
●時　　間　午前９時30分～ 11時30分
●対　　象 村内在住で40歳以上65歳未満の
運動を勧められている方（15人程度）
●内　　容 有酸素運動と筋力トレーニングを
組み合わせて、内臓脂肪の減少と筋力アップ
を目指します。

場　　所
　総合福祉センター「絆」（筋トレ室）

参 加 費
　7,500円／人

そ の 他
　▼運動指導士等（２人）が指導します。▼４月
23日（金）の午後１時30分～３時30分に事前説
明会を実施します（筋トレ教室の効果について
の講話、ストレッチの実技、保健師との体調確
認等）。▼応募者多数の場合は抽選となります
（初心者優先）。

申し込み・問合せ
　４月19日（月）までに、保健センター（☎282-
2797）へ申し込みください。

効果を実感しませんか！
前期「筋力トレーニング教室」

渡辺徹×奥村愛×加藤昌則 おしゃべりクラシック

奥村愛
（ヴァイオリン）

加藤昌則
（ピアノ）

渡辺徹
（ナビゲーター）

ⒸYuji HoriⒸYuji Hori
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　図書館では「こどもの読書週間」に、子どもた
ちに本に親しんでもらえるよう、昔話のお話会
を行います。ご家族でぜひご来場ください。
■日　　時 ４月25日（日） 午後2時～ 3時
■場　　所 村立図書館（多目的ルーム）
■対　　象 幼児から大人まで
■内　　容 絵本･紙芝居･語り･落語
■語 り 手 福地正文さん･吉成智枝子さん･大
谷耕治さん
■問 合 せ 村立図書館（☎282-3435）

と～んと、むかし話の会
　平成22年第１回東海村議会定例会が３月１
日から25日までの会期で行われましたので、
その結果について報告します（傍聴者90人）。
■村長提出議案 条例関連「東海村職員の給与
に関する条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例」ほか10件、指定管理者の指
定（東海村営農生活改善センター）１件、平成
21年度補正予算９件、「平成22年度東海村一
般会計予算」ほか11件、人事案件４件、その
他４件、合計41件が上程され、すべて可決
されました。

■議会提出議案 「普天間基地の無条件返還を
求める意見書について」は否決、「核兵器の廃
絶と恒久平和実現を求める意見書について」
は国の関係機関に提出しました。

■請　　願 「米価の下落に歯止めをかけ、再
生産できる米価の実現を求める請願」は建設
経済環境委員会に付託され、継続して審査す
ることになりました。

■問 合 せ 議会事務局（内線1281） ※詳しく
は議会ホームページ（http://www.gikaitv.net/
dvl-tokai/index.html）でご覧いただけます。

傍 席聴

■対　　象 ①６か月以上引き続いて村内に在住
②児童と同一世帯で同居③所得が児童扶養手当
の当該年度における所得制限額の範囲内④対象
者名義で賃貸契約をしている⑤公的年金や遺族
補償を受けられない⑥類似の給付等を受けていな
い――を満たす母子･父子家庭の方
■支 給 額 10,000円／月（家賃が10,000円
に満たない場合は家賃相当額） ※年３回（４･
８･12月）支給します。

■申し込み・問合せ ▼賃貸契約書▼最近の家
賃の支払いが確認できるもの▼印鑑▼口座番
号の分かるもの▼戸籍謄本――を持参の上、
福祉部社会福祉課こども室（内線1185）へ申
し込みください。

母子･父子家庭への家賃助成

　これまで月曜日から金曜日まで行っていたレスパ
イト事業を４月から土曜日も実施します。「レスパ
イト」は“休息･休養させる”という意味――障がい
児（者）の介護者や家族が、冠婚葬祭等に出席･参
列する、入院･通院する、学校行事（授業参観等）に
参加する、地域の行事に参加するなどのほか、介
護に疲れてしまったときなどにもご利用ください。

利用について
■時　　間 午前９時～午後６時
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■対　　象 65歳未満の身体･知的･精神障が
い児（者）

■利 用 料 預かり時間･所得等に応じて異な
ります。

■申し込み 原則として前日の午後５時まで
（当日は午前９時～午後３時）に申し込みくだ
さい。※事前登録が必要です。

申し込み･問合せ
　事前登録は、「日中一時支援事業利用申請書」
に必要事項を記入の上、なごみ･総合支援セン
ター（☎287-2525）へ申し込みください。

障がい児（者）を土曜日も預かります

４月23日～５月12日は「こどもの読書週間」

　認知症の方の行動に困惑したり、対応に悩ん
だりしていませんか。認知症の方を介護する家族
のための「つどい」は、介護者の声に耳を傾け合う
場です。一人で悩まず、思いを話してみませんか。
■日　　時 毎月第２金曜日 午後１時～３時
■場　　所 水戸合同庁舎（水戸市柵町1-3-1）
■対　　象 認知症の方を介護している家族の
方 ※在宅･施設･遠距離介護等、介護の在り
方は問いません。

■参 加 費 無料
■そ の 他 第１･３金曜日の午後１時～３時
に電話相談を実施しています。

■問 合 せ 社団法人認知症の人と家族の会茨
城県支部（☎029-879-0808）

認知症「つどい」のご案内

参加
費

無
料

■日 程 等

■場　　所 総合福祉センター「絆」
■対　　象 村内在住で65歳までのダイエッ
トに関心のある方（本人または家族がＢＭＩ
25以上であることが望ましい）
■参 加 費 無料
■そ の 他 無料保育サービスがあります。
■申し込み・問合せ ４月26日（月）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

ダ イ エ ッ ト 教 室

日　　時 内　　容
５月11日（火）
午前10時～11時30分

効果的な内臓脂肪の減
らし方について（講話）

５月20日（木）
午後２時～３時

日常生活に取り入れら
れる運動体験

５月28日（金）
午前10時～11時30分

内臓脂肪を減らす食事
について（講話）
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ひたちなか市●湊線開業２周年記念イベント
◆期　　日 ４月25日（日） 雨天決行
◆内　　容 ①乗車券割引…500円／人（小児
250円）で湊線１日乗り放題 ②スタンプラ
リー（抽選あり） ③アマチュアバンド等の演
奏会（那珂湊駅構内） ④沿線食めぐり…沿線
の名物料理･特産品等を割引販売　⑤旧車両
３連運行…国内現役最古のディーゼルカーを
含む旧車両を３両連結で運行

◆問 合 せ ひたちなか海浜鉄道株式会社（☎
212-8023）

笠間市●第39回「笠間つつじまつり」
園内には、さまざまな品種のつつじ、約8,500

株が植えられ、最盛期には小高い山一面が鮮や
かに彩られます。
◆期　　間 ４月17日（土）から５月９日（日）まで 
午前８時～午後５時 ※夜のつつじまつりは５月
２日（日）から４日（火･祝）までの午後６時～９時。
◆場　　所 笠間つつじ公園（笠間市笠間616-7）
◆入 園 料 大人（高校生以上）500円／人 ※中
学生以下と障がい者、夜のつつじまつりは無料。
◆問 合 せ 笠間市商工観光課（☎0296-77-
1101）

大洗町●観光地曳網
◆期　　日 ５月３日（月･祝）･４日（火･祝） 雨天中止
◆場　　所 大洗サンビーチ（駐車場無料）
◆定　　員 午前･午後の部とも各先着600人
（３網ずつ）　※当日アンケートに答えていた
だいた後、ご参加ください。

◆参 加 費 無料
◆問 合 せ 一般社団法人大洗観光協会（☎
266-0788）

　青少年に関する条例が全面改正されました。
青少年（０歳から18歳未満）の健全育成や若者
の活動支援、青少年を取り巻く環境の整備に地
域で取り組んでいきましょう。
■主な内容
▼深夜（午後11時～翌朝４時）に外出させない（第33条）
　保護者の許可なく深夜に青少年を連れ出すな
どすると30万円以下の罰金
▼深夜の入場は禁止されています（第34条）
　映画館･カラオケボックス･まん
が喫茶･インターネットカフェ
に入場させると30万円以下の罰金
▼入れ墨の禁止（第36条）
　入れ墨（タトゥーを含む）をすると50万円以下の罰金
▼非行助長行為の禁止（第38条）
　わいせつな行為、暴行･恐喝･窃盗･器物損壊･
監禁等、家出、飲酒･喫煙、覚せい剤等の薬
物の使用を勧誘･強要したら１年以下の懲役
または50万円以下の罰金
■問 合 せ 茨城県女性青少年課（☎301-2183）

茨城県青少年の健全育成等に関する条例

■対　　象 身体障害者手帳･戦傷病者手帳・
精神障害者保健福祉手帳･療育手帳をお持ち
の方が、通院･通学･通所もしくは仕事のため
に使用する自動車（１台／人） ※障がいの区
分･等級により減免できない場合があります。
■申し込み ５月31日（月）までに▼本人が名義人
でかつ本人が運転する場合は身体障害者手帳等
を直接持参▼本人または生計を共にする家族が
名義人で家族が運転する場合は必要書類等をお
問い合わせの上、常陸太田県税事務所へ申し込
みください。※自動車を新規登録する場合は登
録日から30日以内に水戸県税事務所自動車税分
室（水戸市住吉町292-10 ☎247-1297）へ申請し
てください。なお、軽自動車の場合は東海村総
務部税務課（内線1115）へお問い合わせください。
■問 合 せ 常陸太田県税事務所（常陸太田市
山下町4119 ☎0294-80-3314）

心身に障がいがある方への自動車税の減免

　村では、国民健康保険からのお知らせ（届け
出等）や、保健センターで実施する行事（各種検
診･健康教室･乳幼児健診･予防接種等）の日程を
掲載した「平成22年度版すこやかチャレンジ健
康カレンダー」を無料で配布しています。
■配　　布 「広報とうかい」（３月25日号）と
併せて配布したほか、役場行政棟１階の保健
年金課･住民課（転入者対象）および保健セン
ター、各コミュニティセンターで配布してい
ます。※無くなり次第終了となります。

■問 合 せ 保健センター（☎282-2797） ※カ
レンダーの内容は保健センターホームページ
（http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/hoken-c/）
でもご覧いただけます。

「すこやかチャレンジ健康カレンダー」配布中

　動物を飼うときは責任を持って、周りに迷惑
を掛けたり危害を及ぼしたりしないように配慮し
ましょう。

犬を飼っている方へ
　▼ふんは必ず持ち帰る。▼放し飼いにしない。
▼散歩時は必ず引き綱を付ける。▼無駄ぼえを
しないようにしつける。▼飼う場所は清潔にする。

猫を飼っている方へ
　▼室内で飼う。▼首輪･名札を付ける。

問 合 せ
　茨城県動物指導センター（☎0296-72-1200）、経
済環境部環境政策課環境保全担当（内線1451）

飼い主のモラルが問われています
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夢は…。“水泳選手”
中丸小学校６年●佐

さ と う

藤瞳
ひとみ

　私の夢は、オリンピックに出場する水泳選手になる
ことです。
　私は、小学１年生の時からスイミングスクールに入
会し、今は選手･育成コースで日々練習に励んでいます。
　この夢を持ったのは、日本男子競泳の北島康介選手
にあこがれたからです。全国民から「頑張れ、北島！」
と期待される中、金メダルを取る姿がとても格好良
く、すごいなと思いました。いつか私も、北島選手の
ようにオリンピックの舞台に立って、みんなに応援さ
れながら、金メダルを目指したいです。そして、多く
の人に夢を与えることができるような選手になりたい
です。
　そのための最初のステップとして、全国大会に出場
できるように、これからも毎日の練習を休まずに精一
杯頑張っていきたいと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢
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き
ま
し
た
。

妹
の
紗
菜
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
何
か
と

我
慢
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
陽
菜
で
す
が
、

パ
パ
が
休
み
の
日
に
は
、
一
緒
に
散
歩
に

出
掛
け
る
な
ど
、
必
ず
二
人
だ
け
の
時
間

を
つ
く
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
二

人
き
り
の
と
き
は
甘
え
て「
抱
っ
こ
が
い

い
」と
言
う
陽
菜
。
い
つ
も
構
っ
て
あ
げ

ら
れ
な
く
て
ご
め
ん
ね
…
。
い
つ
ま
で
も

素
直
で
元
気
な
陽
菜
ち
ゃ
ん
で
い
て
ね
。

そ
し
て
紗
菜
ち
ゃ
ん
も
の
び
の
び
と
成
長

し
て
い
っ
て
ね
。
パ
パ
と
マ
マ
は
い
つ
も

そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記

子
育
て
奮
戦
記
●●
表
紙
の

表
紙
の[[

ひ
と
ひ
と]]

吉吉よ

し

ざ

わ

よ

し

ざ

わ沢沢

博博ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/
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人･自然・文化が響き合うまち人･自然・文化が響き合うまち

●●平成22年度村政運営の基本方針平成22年度村政運営の基本方針………………２２

人と環境を重視した人と環境を重視した
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一般会計の予算額は一般会計の予算額は
173億8500万円173億8500万円
●●組織･機構の改編を行いました組織･機構の改編を行いました………………1010

●●平成22･23年度の平成22･23年度の
　後期高齢者医療保険料率は据え置きに　後期高齢者医療保険料率は据え置きに………………1212

●●ずーむあっぷ「まちの風景」ずーむあっぷ「まちの風景」………………1717

「新ぶらら東海さんぽ道」（地図）が完成「新ぶらら東海さんぽ道」（地図）が完成
●●いんふぉめーしょんいんふぉめーしょん………………1818

「ハーモニー東海」第11期生募集「ハーモニー東海」第11期生募集ほかほか
●●わが家の子育て奮戦記わが家の子育て奮戦記………………2222

［舟石川駅東］［舟石川駅東］吉沢博子吉沢博子さんさん･陽菜･陽菜ちゃんちゃん･･紗紗菜菜ちゃんちゃん
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撮影地／駅東第２公園（舟石川駅東）撮影地／駅東第２公園（舟石川駅東）

ちびっこ
美術館

縄跳び（なわとび）
幼稚園の友達と一緒に縄跳びをし

ているところを描いてくれた萌絵
ちゃん（５歳）。「何回も飛べたとき
は楽しい！　けんけん飛びや後ろ飛
びもできるよ」とにっこり笑って話
してくれました。

●
ちゃん三

み つ ぎ

次萌
も え

絵
石　神
幼稚園


